「自由貿易国民」の隆興と解体(上) : F.トレンマン『自由貿易国民』(2008年)によせて by 服部 正治 et al.
１. フランク・トレントマン 『自由貿易国民』











































２) 服部の書評が 『経済学史学会年報』   号,    年にある｡
３) 服部の書評が 『経済学史学会年報』   号,    年にある｡
研究ノート
｢自由貿易国民｣ の興隆と解体 (上)  トレントマン 『自由貿易国民』 (    年) によせて


















ト ( .  .     ) の言葉] の再生｣ に喝
采を送った, と指摘する４)｡ その一例として,
ハウはロイ・ハロッド (         ) の言
葉を引用した｡ 確かに, ハロッドは 『フリー
・トレイダー』 という雑誌に発表した ｢穀物
法廃止   周年｣ (    年) という論説で, 第
二次大戦中の英米の相互援助協定第７条
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｢自由貿易国民｣ の興隆と解体 (上)    
７)                                             ‒                                                                            ‒    
８)                                  
           塩野谷九十九訳 『ケインズ伝』




協調と角逐』 ミネルヴァ書房,     年, をみよ｡  ) この点については,     ジョスリン,   タ
ンガマン,     ワーレイ 『ガット農業交渉  年史』 塩飽二郎訳, 農文協,     年, 第１章,
をみよ｡  ) 以下については, 服部正治 『自由と保護
イギリス通商政策論史 [増補改訂版]』 ナカニ

















(                      ) は, 選択の
問題ではなくて緊急の必要の問題｣  ) なので
あった｡ 同時期に書かれた論説 ｢ガットの将


























徴金導入 (食料, 基礎的原料, 葉煙草を除く
全ての輸入商品に対する一律従価  ％の課徴
金) を強く支持していた  )｡ 日本では    年
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経済思想史研究』 日本経済評論社,     年, 第
７章, をみよ｡
                                                               
たが, 消費者団体, 環境保護団体, 貧国自立
支援団体, 人権擁護団体, 社会正義 (          ) 運動, 人道主義団体, 先住民族代表
団体, そしてあらゆる種類の教会団体といっ










































正義 (          )｣, ｢市民団体 (         )｣, ｢パブリック・インタレスト
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なお 『自由貿易国民』 出版後, トレント
マンは





体 (社会), そして貿易, グローバリゼーシ
ョンに集中していることが分かるであろう｡
これらは, 『自由貿易国民』 の副題 (    
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ンの理想｣ の堅持と, 自由貿易という ｢コブ
デンの方法｣ の放棄とは, 現在では ｢完全に
両立可能となった｣  ), と｡ だが 『自由貿易
































































｢自由貿易国民｣ の興隆と解体 (上)    
  ) 服部 『自由と保護』 前掲, 第８章 ｢経済的衰























ト自由食料同盟 (                       ) との協力も行われた｡ ヴィクトリ
ア期における非政治的で貞淑な女性像を脱し













た｡ ｢保護は家庭生活, 道徳, 市民社会の根












































ものであると私は考えた｣ (                                                           (    )                                                    服部正治・藤原新訳 ｢国際貿易の財政




という理念, 簡単には ｢市民－消費者 (              )｣ 理念の創出であった｡ この ｢市
民－消費者｣ とは, 物質的関心とともに, 道
徳的関心 公衆道徳, 社会正義, 市民意識
をも抱く存在であった｡   世紀末ロンド
ンにおける, 第一生活必需財としての水供給






功した｡ この場合の ｢市民－消費者｣ は, 無
制限の選択と快楽を追求する消費者ではなく














































｢自由貿易国民｣ の興隆と解体 (上)    
  ) ロンドン水道供給問題を巡る ｢市民－消費者｣






れに対する需要は弾力的ではない｣ (                               １                永澤越郎訳 『経済学原理』 第１
分冊, 岩波ブックセンター信山社,    ページ)｡   ) 関税改革論者の著作から次の言葉を引用しておく｡ ｢『大きいパンと小さいパン』, 『貧民の食
                                                                
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料への課税』, 『ドイツの黒パンと馬肉』 といっ
た馬鹿げた作り話やその他の選挙向けのペテン






『経済政策思想史』 有斐閣,     年, 所収, ま
た服部 ｢ヨーロッパにおける飢餓 ｢飢餓の  年代｣ をめぐって｣, 丸井英二編 『飢餓』 ド
メス出版,     年, 所収, をみよ)｡ １人当た
りの小麦パン消費量についてはさまざまな資料
が残されているが,     年の農村労働者調査で















































｢自由貿易国民｣ の興隆と解体 (上)    
                                                                
